
2026年度音楽科入学試験(推薦・一般)

2025年6月7日

専攻実技・副科ピアノ・視唱（視奏）・聴音　課題



－ 1 －

◇◇副副科科ピピアアノノ  ・・  視視唱唱((ままたたはは視視奏奏))  ・・  聴聴⾳⾳  
 
推薦⼊試（演奏・創作型 演奏Ⅰ）、⼀般⼊試（演奏・創作型）で実施。 
 

a 副科ピアノ  ｂ 視唱(または視奏)  c 聴⾳ より１つを選択 
 

※ピアノ専攻の受験⽣は、b または c から 1 つを選択 
 
 
【a 副科ピアノ】  

・声楽、弦楽器、管楽器、打楽器専攻の受験⽣  
ソナタ、ソナチネより任意の１曲を選び、その任意の楽章。  
 

・作曲、オルガン、電⼦オルガン専攻の受験⽣  
ハイドン、モーツァルトのソナタより任意の楽曲を選び、その第１楽章。  

 
※暗譜で演奏し、繰り返しは省略してください。  

 
 
【ｂ 視唱(または視奏)】  

歌唱、専攻楽器、ピアノのいずれかで演奏する。 
ただし、作曲、打楽器、オルガン、電⼦オルガン専攻の受験⽣は、歌唱またはピアノ
のいずれかで 演奏する。  
ホームページに過年度の⼊試問題を掲載していますので、ご参照ください。  
※移調楽器を使⽤する場合は、実⾳、記譜⾳（運指⾳）のどちらでも良い。  

楽譜はト⾳記号、ヘ⾳記号を選択することが出来る。  
 
 
【ｃ 聴⾳】  

単旋律 2 題。 
ホームページに過年度の⼊試問題を掲載していますので、ご参照ください。  
 
 

 

 

 
⾳楽科 ⼊学案内 
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⾳楽科 ⼊学案内 

 

浜辺の歌（２番まで）

ツェルニー　40 番  Op.299 より 第21番～第40番

ツェルニー　50 番　Op.740

クラーマー ＝ビューロー　60 番
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２. 任意の独奏用の楽曲または練習曲

・課題曲はすべて暗譜で演奏し、繰り返しは省略してください。（電子オルガン専攻の2および

　小太鼓を除く）

・専攻の楽器（コントラバス・ハープ・マリンバ等は除く）は各自持参してください。
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◇作曲専攻
　下記の１．２．の課題から１つを選択し、50分で完成させること。
　どちらの課題でもクラビノーバ（78鍵）が使用できる。

　１．和声　バス課題１題、ソプラノ課題１題
　２．伴奏づけ課題
　　

１．和声（例題）

①下記に与えられた旋律をバスとして四声体の和声を完成させなさい。

②下記に与えられた旋律をソプラノとして四声体の和声を完成させなさい。

１．和声（2025年度一般入学試験問題）
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２．伴奏づけ（2025年度一般入学試験問題）
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ください。

ください。
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ください。

ください。

ください。

ください。
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♯♭４つまでの長調および短調からそれぞれ１つずつ選択し、演奏してください。

スラー、テヌート、スタッカート等、奏法は自由とします。




